
(57)【要約】

【課題】最大屈曲角度が大きい湾曲方向に配置された湾

曲操作ワイヤが短期間の使用で破損せず、総分解修理ま

での期間の長い耐久性の優れた内視鏡の湾曲装置を提供

すること。

【解決手段】湾曲部２の最大屈曲角度が最も大きい湾曲

方向に配置された湾曲操作ワイヤ７Ｕを挿通案内するワ

イヤガイド８Ｕが、湾曲部２の最大屈曲角度が最も小さ

い湾曲方向に配置された湾曲操作ワイヤ７Ｄを挿通案内

するワイヤガイド８Ｄより摩擦係数の小さな材料で形成

されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る 湾 曲 部 が 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 設 け ら れ 、 上 記 可 撓 性 挿
入 部 内 か ら 上 記 湾 曲 部 内 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ た 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 上 記 可 撓 性 挿
入 部 の 基 端 側 か ら 選 択 的 に 牽 引 操 作 す る こ と に よ り 、 そ の 牽 引 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 配
置 さ れ て い る 方 向 に 上 記 湾 曲 部 が 屈 曲 す る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 で あ っ て 、
上 記 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 個 別 に 緩 く 挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド が 上 記 湾 曲 部 内 に 配 置
さ れ た も の に お い て 、
　 上 記 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 案
内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド が 、 上 記 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 小 さ い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 湾
曲 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド よ り 摩 擦 係 数 の 小 さ な 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド が 、 上 記 湾
曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 小 さ い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド よ り 厚 肉 に 形 成 さ れ
て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数 の ワ イ ヤ ガ イ ド の 中
の 、 上 記 湾 曲 部 の 先 端 寄 り の 部 分 に 配 置 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド の み が 、 上 記 摩 擦 係 数 の 小 さ
な 材 料 で 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 に お い て は 一 般 に 、 観 察 方 向 を 自 由 に 変 え る こ と が で き る よ う に 、 可 撓 性 挿 入 部
の 先 端 部 分 に 設 け ら れ た 湾 曲 部 を 遠 隔 操 作 に よ っ て 任 意 の 方 向 に 任 意 の 角 度 だ け 屈 曲 さ せ
る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 に お い て は 、 可 撓 性 挿 入 部 内 か ら 湾 曲 部 内 に わ た っ て 挿 通
配 置 さ れ た 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 可 撓 性 挿 入 部 の 基 端 側 か ら 選 択 的 に 牽 引 操 作 す る こ と
に よ り 、 そ の 牽 引 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 配 置 さ れ て い る 方 向 に 湾 曲 部 が 屈 曲 す る よ う に
構 成 さ れ 、 湾 曲 部 内 に は 、 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 個 別 に 緩 く 挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド
が 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 数 と 位 置 に 合 わ せ て 例 え ば ９ ０ ° 間 隔 で ４ ヵ 所 に 配 置 さ れ て い る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ５ ９ ２ １ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 視 鏡 の 湾 曲 部 は 各 方 向 に い く ら で も 屈 曲 さ せ る こ と が で き る よ う に 構 成 す る こ と が で
き れ ば 理 想 的 で あ る が 、 光 学 繊 維 束 等 の よ う な 内 蔵 物 の 耐 久 性 の 問 題 が あ る の で 、 特 定 の
方 向 （ 例 え ば 、 観 察 範 囲 の 上 方 向 ） の み に 大 き な 最 大 屈 曲 角 度 を 与 え て 他 の 方 向 の 最 大 屈
曲 角 度 は あ る 程 度 抑 制 し た 仕 様 と す る 場 合 が 少 な く な い 。 し た が っ て 、 大 き な 最 大 屈 曲 角
度 が 与 え ら れ た 方 向 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ に 他 に 比 べ て 大 き な 張 力 が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 結 果 、 最 も 大 き な 最 大 屈 曲 角 度 が 与 え ら れ た 方 向 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が ワ イ ヤ ガ イ ド
と の 摩 擦 に よ り 比 較 的 早 期 に 破 損 し て 、 内 視 鏡 の 総 分 解 修 理 と い う 重 修 理 が 必 要 に な る 場
合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 そ こ で 本 発 明 は 、 最 大 屈 曲 角 度 が 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 短 期 間
の 使 用 で 破 損 せ ず 、 総 分 解 修 理 ま で の 期 間 の 長 い 耐 久 性 の 優 れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 は 、 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る
湾 曲 部 が 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 設 け ら れ 、 可 撓 性 挿 入 部 内 か ら 湾 曲 部 内 に わ た っ て 挿
通 配 置 さ れ た 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 可 撓 性 挿 入 部 の 基 端 側 か ら 選 択 的 に 牽 引 操 作 す る こ
と に よ り 、 そ の 牽 引 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 配 置 さ れ て い る 方 向 に 湾 曲 部 が 屈 曲 す る よ う
に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 個 別 に 緩 く 挿 通 案 内 す
る ワ イ ヤ ガ イ ド が 湾 曲 部 内 に 配 置 さ れ た も の に お い て 、 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き
い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド が 、 湾 曲 部 の 最 大 屈
曲 角 度 が 最 も 小 さ い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド よ
り 摩 擦 係 数 の 小 さ な 材 料 で 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド が 、 湾 曲
部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 小 さ い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド よ り 厚 肉 に 形 成 さ れ て
い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数 の ワ イ ヤ ガ イ ド の
中 の 、 湾 曲 部 の 先 端 寄 り の 部 分 に 配 置 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド の み が 、 摩 擦 係 数 の 小 さ な 材 料
で 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ
イ ヤ を 挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド が 、 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 小 さ い 湾 曲 方 向 に 配 置
さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド よ り 摩 擦 係 数 の 小 さ な 材 料 で 形 成 さ れ
て い る こ と に よ り 、 そ こ に 挿 通 配 置 さ れ て い る 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 短 期 間 の 使 用 で 破 損 せ ず
、 総 分 解 修 理 ま で の 期 間 の 長 い 優 れ た 耐 久 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る 湾 曲 部 が 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 設 け ら れ 、 可 撓 性 挿 入 部
内 か ら 湾 曲 部 内 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ た 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 可 撓 性 挿 入 部 の 基 端 側
か ら 選 択 的 に 牽 引 操 作 す る こ と に よ り 、 そ の 牽 引 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 配 置 さ れ て い る
方 向 に 湾 曲 部 が 屈 曲 す る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ
イ ヤ を 個 別 に 緩 く 挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド が 湾 曲 部 内 に 配 置 さ れ た も の に お い て 、 湾 曲
部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 案 内 す る ワ イ
ヤ ガ イ ド が 、 湾 曲 部 の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 小 さ い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ を
挿 通 案 内 す る ワ イ ヤ ガ イ ド よ り 摩 擦 係 数 の 小 さ な 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 に 湾 曲 部 ２ が 形 成 さ
れ 、 図 示 さ れ て い な い 観 察 窓 や 照 明 窓 等 が 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 ３ が 湾 曲 部 ２ の 先 端 に 連
結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 可 撓 性 挿 入 部 １ 内 か ら 湾 曲 部 ２ 内 に わ た っ て 、 湾 曲 部 ２ を 屈 曲 操 作 す る た め の ４ 本 の 湾
曲 操 作 ワ イ ヤ ７ が 軸 線 周 り に 略 ９ ０ ° 間 隔 で 挿 通 配 置 さ れ て お り 、 内 視 鏡 観 察 画 面 の 上 方
向 （ 図 ２ に お い て 右 方 向 ） に あ た る 位 置 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ を 上 方 向 湾 曲 操 作
ワ イ ヤ ７ Ｕ 、 下 方 向 に あ た る 位 置 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ を 下 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
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７ Ｄ 、 右 方 向 に あ た る 位 置 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ を 右 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｒ 、
左 方 向 に あ た る 位 置 に 配 置 さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ を 左 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｌ と い う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 可 撓 性 挿 入 部 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ４ に は 、 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ ，
７ Ｒ ， ７ Ｌ を 選 択 的 に 牽 引 操 作 す る た め の 二 つ の 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ ， ５ Ｒ Ｌ が 回 転 自 在
に 配 置 さ れ て お り 、 上 下 方 向 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ を 回 転 操 作 す る こ と に よ り 上 方 向 湾 曲 操
作 ワ イ ヤ ７ Ｕ と 下 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｄ の う ち 一 方 を 牽 引 し て 他 方 を 送 り 出 し 、 左 右 方
向 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｒ Ｌ を 回 転 操 作 す る こ と に よ り 右 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｒ と 左 方 向 湾 曲
操 作 ワ イ ヤ ７ Ｌ の う ち 一 方 を 牽 引 し て 他 方 を 送 り 出 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 湾 曲 部 ２ は 、 例 え ば 短 筒 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 節 輪 を リ ベ ッ ト 等 で 回 動 自 在 に 連 結 し て
構 成 さ れ た 公 知 の も の で あ り 、 ４ 本 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ ， ７ Ｒ ， ７ Ｌ の 中 の 牽 引
さ れ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 配 置 さ れ て い る 方 向 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 実 施 例 に お い て 、 湾 曲 部 ２ の 最 大 屈 曲 角 度 は 例 え ば 上 方 向 に １ ８ ０ ° 、 下 方 向 に ９
０ ° 、 左 右 方 向 に 各 々 １ ２ ０ ° で あ り 、 二 つ の 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ Ｕ Ｄ ， ５ Ｒ Ｌ を 同 時 に 操 作
す れ ば 、 湾 曲 部 ２ は 上 下 方 向 と 左 右 方 向 を 複 合 し た 方 向 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 節 輪 の 内 周 面 に は 、 各 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ ， ７ Ｒ ， ７ Ｌ を 緩 く 挿 通 ガ イ ド す る
た め の ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ ， ８ Ｄ ， ８ Ｒ ， ８ Ｌ が 各 々 取 り 付 け ら れ て お り 、 湾 曲 部 ２ が ど の
方 向 に 屈 曲 し た 状 態 で も 湾 曲 部 ２ 内 で 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ ， ７ Ｒ ， ７ Ｌ の 配 列 が 乱
れ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 湾 曲 部 ２ の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 に お け る 断 面 図 で あ り 、 断 面 形 状 が 円 環 状 に 形 成
さ れ た 節 輪 ２ １ の 外 周 部 に 網 状 管 ２ ２ が 被 覆 さ れ 、 最 外 周 部 に は 弾 力 性 の あ る ゴ ム チ ュ ー
ブ が 被 覆 さ れ て い る 。 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ は 、 撮 像 信 号 伝 送 用 信 号 ケ ー ブ ル 、 照 明 用
ラ イ ト ガ イ ド 束 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 、 送 気 送 水 チ ュ ー ブ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 節 輪 ２ １ の 内 周 面 の 上 下 左 右 方 向 の 各 位 置 に は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ ， ８ Ｄ ， ８ Ｒ ， ８ Ｌ
が 略 ９ ０ ° 間 隔 で ロ ー 付 け 等 に よ り 固 着 さ れ て い て 、 各 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ ， ８ Ｄ ， ８ Ｒ ，
８ Ｌ 内 に 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ ， ７ Ｒ ， ７ Ｌ が １ 本 ず つ 緩 く 挿 通 配 置 さ れ て い る 。 各
湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ ， ７ Ｄ ， ７ Ｒ ， ７ Ｌ の 先 端 は 各 々 湾 曲 部 ２ の 先 端 に お い て 最 先 端 位 置
の 節 輪 ２ １ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 下 左 右 方 向 に ４ 列 に 各 々 複 数 ず つ 配 置 さ れ た ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ ， ８ Ｄ ， ８ Ｒ ， ８ Ｌ の
う ち 、 下 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｄ 、 右 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｒ 及 び 左 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｌ は
い ず れ も ス テ ン レ ス 鋼 管 材 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 上 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ は 全 て 、 他 の ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｄ ， ８ Ｒ ， ８ Ｌ よ り 摩 擦
係 数 の 小 さ な 例 え ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 等 を 含 む 材 料 を コ ー テ ィ ン グ し た 金 属 材 で 形 成
さ れ て い る 。 た だ し 、 他 の ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｄ ， ８ Ｒ ， ８ Ｌ よ り 摩 擦 係 数 の 小 さ な セ ラ ミ ッ
ク 等 の よ う な 非 金 属 材 で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 結 果 、 最 大 屈 曲 角 度 が 最 大 で 使 用 時 に 大 き な 負 荷 が か か る 上 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７
Ｕ と 上 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ と の 間 の 摩 擦 が 低 減 さ れ る の で 、 上 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ
の 摩 耗 が 軽 減 さ れ て 上 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ が 短 期 間 の 使 用 で 破 損 せ ず 長 寿 命 を 有 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 湾 曲 部 ２ の 左 右 方 向 の 屈 曲 角 度 が 下 方 向 よ り や や 大 き い
が 、 そ の 程 度 の 相 違 で は ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｄ ， ８ Ｒ ， ８ Ｌ に 差 を 設 け る ほ ど の こ と も な く 、
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湾 曲 部 ２ の 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 上 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ と し
て 、 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 小 さ い 湾 曲 方 向 に 配 置 さ れ た 下 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｄ よ り 摩 擦 係
数 の 小 さ な ワ イ ヤ ガ イ ド を 用 い る だ け で も 十 分 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 湾 曲 部 ２ の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 の 断 面 図 で あ り 、 摩 擦 係
数 の 小 さ な 材 料 で 形 成 さ れ た 上 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ の 肉 厚 を 他 の ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｄ ， ８
Ｒ ， ８ Ｌ よ り 厚 く 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 最 大 屈 曲 角 度 が 最 大 で 使 用 時 に 大 き な 負 荷 が か か る 上
方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ を 案 内 す る こ と で 破 損 し 易 い 上 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ の 強 度 を 向
上 さ せ て 、 上 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ の 早 期 の 破 損 も 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 湾 曲 部 ２ を 示 し て お り 、 最 大 屈 曲 角 度 が 最 も 大 き い 湾
曲 方 向 の 例 え ば ９ 個 の 上 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ ， ８ Ｕ ′ の 中 の 、 湾 曲 部 ２ の 先 端 寄 り の 半
部 に 配 置 さ れ た ４ 個 の ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ だ け を 摩 擦 係 数 の 小 さ な 材 料 で 形 成 し 、 後 寄 り の
半 部 の ５ 個 の ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ ′ は 他 の 方 向 の ワ イ ヤ ガ イ ド ８ Ｄ ， ８ Ｒ ， ８ Ｌ と 同 じ 部 材
を 用 い た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ が 操 作 部 ４ で 牽 引 操 作 さ れ る と 、 ま ず 湾 曲 部 ２ の 後 寄 り の 半
部 が 屈 曲 し 終 わ っ て か ら 先 端 寄 り の 半 部 が 屈 曲 し 、 湾 曲 部 ２ の 後 寄 り の 半 部 に 位 置 す る ワ
イ ヤ ガ イ ド ８ Ｕ ′ 部 分 で は 上 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ と の 間 に 大 き な 摩 擦 抵 抗 が 発 生 し な
い の で 、 こ の よ う に 構 成 し て も 前 述 の 第 １ の 実 施 例 と 同 様 に 上 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ７ Ｕ の
寿 命 を 伸 ば す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 湾 曲 部 の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 湾 曲 部 の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 湾 曲 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 可 撓 性 挿 入 部
　 ２ 　 湾 曲 部
　 ７ 　 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
　 ７ Ｕ 　 上 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
　 ７ Ｄ 　 下 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
　 ７ Ｒ 　 右 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
　 ７ Ｌ 　 左 方 向 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
　 ８ Ｕ ， ８ Ｕ ′ 　 上 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド
　 ８ Ｄ 　 下 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド
　 ８ Ｒ 　 右 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド
　 ８ Ｌ 　 左 方 向 ワ イ ヤ ガ イ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(6) JP 2006-311918 A 2006.11.16



专利名称(译) 内窥镜弯曲装置

公开(公告)号 JP2006311918A 公开(公告)日 2006-11-16

申请号 JP2005135575 申请日 2005-05-09

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 増田隼人

发明人 増田 隼人

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/24

FI分类号 A61B1/00.310.G G02B23/24.A A61B1/008.512

F-TERM分类号 2H040/BA21 2H040/DA03 2H040/DA14 2H040/DA15 2H040/DA17 2H040/DA19 4C061/AA00 4C061
/DD03 4C061/FF41 4C061/HH35 4C061/HH39 4C061/JJ01 4C061/JJ06 4C161/AA00 4C161/DD03 
4C161/FF41 4C161/HH35 4C161/HH39 4C161/JJ01 4C161/JJ06

代理人(译) 三井和彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜的弯曲装置，该弯曲装置具有优异的耐用
性，其中布置在具有最大最大弯曲角度的弯曲方向上的弯曲操作线不会
因短期使用而损坏，并且具有较长的时间直到完全拆卸维修为止。 。 解
决方案：布置并插入沿弯曲方向布置的弯曲操作线7U的线引导件8U​​，其
中弯曲部分2的最大弯曲角度最大，该弯曲操作的弯曲方向为弯曲部分2
的最大弯曲角度最小。 它由具有比引导操作线7D的线引导件8D小的摩
擦系数的材料制成。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6576be7e-cae5-490d-bfb9-c55638e212c1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037533668/publication/JP2006311918A?q=JP2006311918A

